
東京都北区議会 

平成 20 年第 4 回定例会で可決した意見書・決議 

 

 

・都市計画税・固定資産税の軽減措置の継続を求める意見書 

・介護報酬の地域係数是正に関する意見書 

・周産期医療体制の充実を求める意見書 

・食品トレーサビリティ制度の拡大を求める意見書 

・「第百十五号議案東京都北区立十条台小学校温水プール

等の指定管理者の指定について」に対する付帯決議 



 

 

都
市
計
画
税
・
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
区
内
の
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
の
低
迷
や
格
差
社
会
の
広
が
り
、
原
油

や
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
金
融
事
情
の
悪
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
都
市
計
画
税
・
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
は
、
地
価
の

高
水
準
等
に
よ
る
区
民
の
過
重
な
税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
の
事
業

継
続
や
経
営
内
容
の
健
全
化
へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。 

東
京
都
が
財
政
を
優
先
し
、
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
れ
ば
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を
悪
化
さ

せ
、
区
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
さ
ら
に
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
や
景
気
の
回
復
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
区
民
の
税
負
担
感
に
配
慮
し
、
左
記
事
項
を
平
成
二
十
一
年

度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

二
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

三
、
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を
六
十
五
％
に
引

き
下
げ
る
減
額
措
置 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

 

池 

田 

博 

一 

  

東
京
都
知
事 

 

石 

原 

慎
太
郎 

殿



 

 

介
護
報
酬
の
地
域
係
数
是
正
に
関
す
る
意
見
書 

 
現
在
、
東
京
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
の
現
場
は
、
地
方
と
比
べ
て
深
刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
長
引
け
ば
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。 

そ
の
主
な
原
因
は
、
介
護
職
等
に
関
す
る
給
与
水
準
が
他
の
産
業
と
比
較
し
て
著
し
く
低
く
、

ま
た
、
地
代
や
建
物
賃
料
な
ど
の
不
動
産
関
係
費
、
食
費
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
水
準
が
全
国
一

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
の
介
護
報
酬
の
設
定
が
ほ
ぼ
全
国
一
律
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。 

現
行
の
介
護
報
酬
に
お
け
る
人
件
費
の
地
域
差
は
、
国
家
公
務
員
の
調
整
手
当
の
支
給
率
に
準

じ
て
お
り
、
特
別
区
内
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
一
単
位
十
円
に
対
し
て
十･

四
八
円
、
四･

八
％

の
加
算
し
か
な
く
、
か
つ
、
物
価
水
準
に
係
る
地
域
差
は
な
い
。 

さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
の
調
整
手
当
に
つ
い
て
国
は
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
平
成
十
八
年
度

に
従
来
の
調
整
手
当
を
廃
止
し
地
域
手
当
を
創
設
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
国
家
公
務
員
給
与
の
見
直
し
を
踏
ま
え
れ
ば
、
介
護
報
酬
に
お
け
る
地
域
係
数
が
据

え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
妥
当
性
や
合
理
性
を
欠
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

大
都
市
東
京
に
お
い
て
、
高
齢
者
等
に
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
保
険

料
等
の
水
準
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
介
護
報
酬
の
設
定
を
都
市
部
の
実
情
に
合
っ
た
も
の
と
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
が
安
定
的
に
事
業
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
介
護
報
酬
の
設
定
に
お
け
る
特
別
区
の
地
域

係
数
に
つ
い
て
は
、
一
級
地
の
国
家
公
務
員
の
地
域
手
当(

十
八
％)

を
適
用
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

 

池 

田 

博 

一 

  

衆
議
院
議
長 
 
 

河 

野 

洋 

平 

殿 

参
議
院
議
長 

 
 

江 

田 

五 

月 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

 

麻 

生 

太 

郎 

殿 

厚
生
労
働
大
臣 

 

舛 

添 

要 

一 

殿 

 



 

 

周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

 
安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
に
は
、
出
産
前
健
診
の
充
実
と
合
わ
せ
、
妊
産
婦
側
の
主
体
的
な
自

己
管
理
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。 こ

う
し
た
中
、
去
る
十
月
四
日
、
出
産
を
間
近
に
控
え
た
女
性
が
、
都
立
墨
東
病
院
な
ど
八
つ

の
病
院
か
ら
緊
急
搬
送
を
断
ら
れ
、
数
日
後
に
亡
く
な
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
幸
い
新
生

児
は
出
産
し
た
も
の
の
、
こ
の
事
件
の
与
え
た
衝
撃
は
大
き
く
、
国
民
の
不
安
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
。 

一
昨
年
は
、
妊
娠
中
期
で
破
水
し
た
女
性
が
、
受
け
入
れ
病
院
が
決
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
、
川

崎
市
内
の
病
院
で
死
産
と
な
っ
た
事
態
も
起
き
て
お
り
、
医
師
な
ど
の
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
は
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

国
に
お
い
て
は
、
救
急
医
療
の
要
と
し
て
、
全
国
に
二
百
十
カ
所
あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

体
制
を
評
価
す
る
新
し
い
基
準
を
ま
と
め
、
来
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
妊
産

婦
と
未
熟
児
の
緊
急
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
や
、

二
度
と
尊
い
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
左
記
事
項
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 記 
 

一
、
産
科
医
師
確
保
の
た
め
の
医
学
教
育
、
臨
床
研
修
の
整
備
、
充
実
や
医
師
の
勤
務
環
境
の
改

善
、
女
性
医
師
へ
の
支
援
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。 

一
、
看
護
師
、
助
産
師
な
ど
、
他
職
種
を
含
め
た
医
療
従
事
者
の
確
保
、
勤
務
環
境
の
改
善
を
充

実
す
る
こ
と
。 

一
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
と
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
助

産
院
を
含
め
た
地
域
の
分
娩
施
設
等
と
、
高
次
の
医
療
施
設
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
周
産
期
医

療
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

 

池 

田 

博 

一 

  

内
閣
総
理
大
臣 

 

麻 

生 

太 

郎 

殿 

厚
生
労
働
大
臣 

 

舛 

添 

要 

一 

殿 

東
京
都
知
事 

 
 

石 

原 

慎
太
郎 

殿 



 

 

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書 

 
わ
が
国
は
、
国
内
食
料
自
給
率
が
三
十
九
％
と
低
く
、
世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

食
料
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
食
品
添
加
物
、
さ
ら
に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

技
術
は
、
食
の
分
野
に
も
、
驚
く
ほ
ど
多
方
面
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
、
Ｏ
‐
１
５
７
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
無
登

録
農
薬
、
偽
装
表
示
問
題
な
ど
相
次
ぐ
食
品
に
ま
つ
わ
る
事
故
事
件
が
日
本
国
内
外
で
続
発
し
、

消
費
者
は
食
品
に
対
す
る
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
は
、
食
の
安
全
を
確
保
し
、
食
品
行
政
の
関
係
者
の
責
務
及
び
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
食
品
安
全
基
本

法
を
制
定
し
た
。 

牛
に
つ
い
て
は
個
体
識
別
番
号
が
付
け
ら
れ
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
症
し
た
場
合
、
牛
の
流
通
過
程
を

特
定
し
、
そ
の
精
肉
及
び
部
位
を
迅
速
に
回
収
で
き
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
（
流
通
経
路
情

報
把
握
制
度
）
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
農
産
物
や
加
工
食
品
等
に
は
同
制
度
が
適

用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

こ
の
制
度
は
食
品
の
安
全
管
理
を
直
接
的
に
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、
「
い
つ
、
ど
こ
か
ら
入

荷
し
、
ど
こ
へ
出
荷
し
た
か
を
各
事
業
所
で
個
々
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
」
に
よ
り
迅
速
な
回
収

と
問
題
の
発
生
及
び
原
因
の
速
や
か
な
特
定
と
と
も
に
、
安
全
な
流
通
ル
ー
ト
を
確
保
し
、
安
定

的
に
食
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
安
全
な
食
品
の
製
造
と
流
通
を
確
保
す
る
た
め
に
、
食

品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
の
拡
大
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

 

池 

田 

博 

一 

  

内
閣
総
理
大
臣 

 

麻 

生 

太 

郎 

殿 

厚
生
労
働
大
臣 

 

舛 

添 

要 

一 

殿 

農
林
水
産
大
臣 

 

石 

破 
 
 

茂 

殿 



 

 

「
第
百
十
五
号
議
案
東
京
都
北
区
立
十
条
台
小
学
校
温
水
プ
ー
ル
等
の 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
付
帯
決
議 

  

指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
応
募
者
の
資
格
要
件
並
び
に
審
査
項
目
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
視
点
を
加
え
る
な
ど
、
「
北
区
指
定
管
理
者
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
含
め
た
制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
。 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
東 
京 

都 

北 

区 

議 

会 
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